
「
感
情
コ

ン
ト
ロ
ー

ル
」
は
、
グ

ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
通
じ

て
、
運
転
中

に
自
分
の
感

情
や
行
動
を

コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
た
め
の
言
葉
（
セ
ル
フ
ト
ー
ク
）

を
参
加
者
一
人
ひ
と
り
が
導
き
出
す
と
い

う
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
参
加
者
同
士
の
議
論
は

白
熱
し
、
規
定
の
時
間
を
超
過
す
る
ほ
ど

盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

所
で
の
飛
び
出
し
の
危
険
を
知
ら
せ

る
実
験
や
、
か
る
た
の
読
み
札
を
使

っ
た
交
通
ル
ー
ル
の
確
認
が
行
わ

れ
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
な
声
で
交

通
ル
ー
ル
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
か

る
た
取
り
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
多

く
の
札
を
取
ろ
う
と
盛
り
上
が
り
を

見
せ
た
。

９
月
４
・
５
日
の
両
日
に
は
、
ホ

ン
ダ
福
岡
ビ
ル
に
て
、
交
通
安
全
教

室
が
開
催
さ
れ
た
（
主
催：

本
田
技

研
工
業
（
株
）
安
全
運
転
普
及
本
部
、

協
力：

小
学
館
、
協
賛：

ホ
ン
ダ
カ

ー
ズ
福
岡
）。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、『
交
通
安
全
か

る
た
教
室
』、『
自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

教
室
』
が
行
わ
れ
た
。『
交
通
安
全
か
る

た
教
室
』
は
、
８
月
の
イ
ベ
ン
ト
と
同
様
、

交
通
安
全
指
導
と
か
る
た
取
り
を
実
施
。

「
飛
び
出
し
を
し
な
い
」「
右
、
左
、
右
を

き
ち
ん
と
確
認
し
て
か
ら
横
断
歩
道

を
渡
る
」「
車
の
死
角
に
入
ら
な
い
」

な
ど
、
基
本
的
な
交
通
ル
ー
ル
を
子

ど
も
た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
だ
。

ま
た
、『
自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

教
室
』
で
は
、
参
加
者
全
員
が
自
転

車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
体
験
を
行
い
、

他
の
体
験
者
の
走
行
映
像
を
大
き
な

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ

た
。
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
野

村
氏
が
務
め

た
。ま

ず
、
市
川

氏
が
埼
玉
県
内

の
交
通
事
故
の

傾
向
を
解
説
。

さ
ら
に
、
渡
部

氏
と
山
田
氏

が
、
そ
れ
ぞ
れ

自
社
に
お
け
る

安
全
運
転
活
動

を
紹
介
。
渡
部

氏
は
業
務
で
使

用
す
る
車
両
す

べ
て
に
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

を
導
入
し
、
そ

こ
か
ら
得
ら
れ

た
デ
ー
タ
に
基

づ
き
、
社
員
一

人
ひ
と
り
の
運

転
の
ク
セ
に
合

わ
せ
て
上
司
が

ア
ド
バ
イ
ス
す
る
と
い
う
取
組
み
を
発
表
し

た
。
山
田
氏
は
、
全
事
業
所
に
一
人
ず
つ
安

全
運
転
指
導
員
と
い
う
責
任

者
を
置
き
、
社
員
へ
の
事
故

防
止
へ
の
意
識
を
高
め
る
活

動
に
つ
い
て
述
べ
た
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

「
悪
い
運
転
習
慣
を
断
ち
切

る
に
は
参
加
体
験
型
の
実
践

教
育
を
受
講
す
る
こ
と
が
効

果
的
」、「
日
々
の
業
務
の
中

で
起
き
る
事
故
を
な
く
す
た

め
に
は
、
社
内
に
何
ら
か
の

仕
組
み
を
設
け
る
こ
と
が
必

要
」、「
自
分
た
ち
が
走
行
す

る
地
域
の
交
通
実
態
に
合
わ

せ
て
事
故
防
止
の
戦
略
を
考

え
る
こ
と
が
重
要
」
と
い
う

意
見
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
活

発
な
討
議
の
場
と
な
っ
た
。
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８
月
６
日
、
本
田
技
研
工
業
（
株
）
和
光

ビ
ル
（
埼
玉
県
和
光
市
）
で
「
２
０
１
０
ト

ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
セ
ー
フ
テ
ィ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

in
埼
玉
」
が
開
催
さ
れ
た
（
主
催：

交
通
教

育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
埼
玉
・
和
光
）。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
運
転
行
動
と
習
慣
」。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
交
通
安
全
活
動
に
取

り
組
む
企
業
や
団
体
を
対
象
に
事
故
防
止
の

施
策
な
ど
の
情
報
交
換
を
目
的
に
行
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
日
は
96
団
体
か
ら
２
９
５
名
が

参
加
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
河
野
光
彦
・（
株
）
レ
イ

ン
ボ
ー
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル
代
表
取
締
役
社

長
が
挨
拶
。
来
賓
を
代
表
し
て
田
中
栄
一
・

埼
玉
県
警
察
本
部
交
通
部
交
通
部
長
が
挨
拶

を
行
っ
た
。

続
い
て
、
岸
田
孝
弥
・
中
京
大
学
心
理
学

部
教
授
に
よ
る
講
演
。
テ
ー
マ
は
「
運
転
行

動
と
習
慣
│
交
通
心
理
学
的
視
点
か
ら
考
え

る
」。
岸
田
氏
は
、「
不
注
意
」
と
い
う
の
は

原
因
で
は
な
く
結
果
で
あ
り
、
誰
も
が
「
不

注
意
」
な
状
態
に
な
る
可
能
性
を
持
っ
て
い

る
と
説
明
。
慣
れ
に
よ
る
油
断
は
禁
物
、
注

意
力
を
保
持
す
る
よ
う
に
心
が
け
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
特
に
抜
け
道
を
利
用
し
て
い

る
時
は
事
故
と
隣
り
合
わ
せ
の
状
況
で
あ
る

こ
と
を
考
え
て
運
転
し
て
ほ
し
い
と
、
参
加

者
に
訴
え
た
。

こ
の
後
、
下
記
の
５
名
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ

7

TOPICS

10
月
５
日
、
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
交
通
教

育
セ
ン
タ
ー
（
三
重
県
鈴
鹿
市
）
と
名
古

屋
商
工
会
議
所
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）
の

２
会
場
で
「
交
通
安
全
体
験
セ
ミ
ナ
ー
２

０
１
０
」
が
開
催
さ
れ
た
（
主
催：

鈴
鹿

サ
ー
キ
ッ
ト
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
）。

同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
企
業
の
経
営
者
や
安

全
運
転
管
理
者
等
に
ホ
ン
ダ
な
ら
で
は
の

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
開
催
。
名
古
屋
会
場
で
は
、

ホ
ン
ダ
独
自
開
発
の
「
動
画
Ｋ
Ｙ
Ｔ
」

（
３
面
参
照
）
と
、（
財
）
国
際
交
通
安
全

学
会
が
研
究
開
発
し
た
「
感
情
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
」
を
活
用
し
た
講
習
が
行
わ
れ
た
。

講
師
は
、
実
際
に
企
業
研
修
を
行
う
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
。
実
践
さ
な
が
ら
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
進
行
す
る
セ
ミ
ナ
ー
に
、
参

加
者
は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

★

「動画ＫＹＴ」を活用した講習

「感情コントロール」では、参加者がグループ
に分かれて意見交換を行う形式で進められた

パネルディスカッションの模様

（SJクイズの解答：Q1④、Q2②、Q3③）

８
月
17
日
か
ら
19
日
ま
で
の
３
日
間
に

わ
た
り
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
東
京
都

千
代
田
区
）
で
丸
の
内
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
０
〜
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
夏

休
み
〜
が
開
催
さ
れ
た
（
主
催：

東
京
国

際
フ
ォ
ー
ラ
ム
）。「
安
全
・
安
心
み
ん
な

の
東
京
」
イ
ベ
ン
ト
会
場
（
協
力：

東
京

都
青
少
年
・
治
安
対
策
本
部
／
警
視
庁
／

東
京
消
防
庁
）
で
は
、
ホ
ン
ダ
も
３
日
間

に
わ
た
り
『「
自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
」

で
ル
ー
ル
を
学
ぼ
う
』
の
展
示
体
験
、
19

日
に
は『
か
る
た
で
学
ぼ
う
！
交
通
安
全
』

体
験
ブ
ー
ス
を
設
け
て
協
力
し
た
。

『
か
る
た
で
学
ぼ
う
！
交
通
安
全
』
ブ

ー
ス
で
は
、
大
判
の
ホ
ン
ダ
交
通
安
全
か

る
た
を
使
っ
た
交
通
安
全
指
導
と
か
る
た

取
り
が
行
わ
れ

た
。
交
通
安
全

指
導
で
は
、
見

通
し
の
悪
い
場

画
面
に
投
影
し

た
集
合
学
習
と

し
て
実
施
。
体

験
者
の
様
子
を

見
な
が
ら
、
子

ど
も
た
ち
は
、

「
止
ま
る
」「
見

る
」
こ
と
の
大
切
さ
を
学
習
し
た
。
ま
た
、

家
庭
で
も
で
き
る
、
鉛
筆
を
使
っ
た
反
応

模
擬
体
験
で
は
自
分
の
感
覚
と
実
際
に
身

体
が
反
応
す
る
ま
で
に
時
間
の
ズ
レ
が
あ

る
こ
と
を
親
子
で
体
験
し
た
。

10
月
23
・
24
日
に
は
、
ホ
ン
ダ
札
幌
ビ

ル
に
て
同
様
の
交
通
安
全
教
室
が
開
催
さ

れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

かるたとりに挑戦する子どもたち

見通しの悪い場所での飛び出
しの危険を知らせる実験

9月11日、12日の両日、自動車安全運転センタ
ー安全運転中央研修所（茨城県ひたちなか市）に
て第42回全国白バイ安全運転競技大会（主催：
警察庁）が開催された。
この大会は、全国の白
バイ隊員の安全運転技能
の向上、士気の高揚及び
隊員相互の融和団結を図

ることを目的として、昭和44年より毎年実施さ
れている。今年は、47都道府県警察等から、女性
隊員35名を含む188名の選手が参加。約3570人
の観客が見守る中、バランス走行操縦競技、トラ
イアル走行操縦競技、不整地走行操縦（モトクロ
ス）競技、傾斜走行操縦（スラローム）競技の計
4種目によって熱戦が繰り広げられた。
主な結果は以下の通り。
●団体競技の部
（第1部・9都府県警察）優勝／警視庁、第2位／

茨城県、第3位／福岡県
（第2部・38道府県警察等）優勝／島根県、第2
位／愛媛県、第3位／長崎県
●個人競技の部
（男性の部）優勝／
沼田行央（警視庁）
（女性の部）優勝／
佐野淳子（静岡県）

NEWS REVIEW●第42回全国白バイ安全運転競技大会

全国の白バイ隊員が高度な安全運転技能を競う

●
２
０
１
０
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
セ
ー
フ
テ
ィ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
埼
玉

「
運
転
行
動
と
習
慣
」

1

●
交
通
安
全
体
験
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
０

「
動
画
K
Y
T
」な
ど
、ホ
ン
ダ
な
ら
で
は
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
て
い
た
だ
く

2
●
ホ
ン
ダ
の
子
ど
も
向
け
交
通
安
全
教
室

か
る
た
や
自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
、子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
交
通
ル
ー
ル
を
学
ぶ

3

市川弘明
埼玉県警察本部交通部
交通企画課課長補佐

山田美喜夫
生活協同組合連合会コー
プネット事業連合コープ
デリ宅配運営企画部車両
運転指導企画担当

渡部悟志
三菱電機ビルテクノサ
ービス（株）東京支社
安全衛生推進部部長

野村邦丸
（株）文化放送編成局
制作部専任部長

岸田孝弥
中京大学心理学部教授

●丸の内キッズフェスタや、福岡での交通安全教室の様子は、右記ホームページで詳しく紹介しています。http://www.honda.co.jp/safetyinfo/event/report.html
●Honda交通安全かるたについては、右記ホームページで詳しく紹介しています。http://www.honda.co.jp/safetyinfo/karuta/
●Honda自転車シミュレーターについては、右記ホームページで詳しく紹介しています。http://www.honda.co.jp/simulator/bicycle/

道を渡る時の３つの約束を確認

親子で反応模擬体験に挑んだ

参加者全員が自転車シ
ミュレーターを体験


